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研究成果概要：	   
	 2015年度には有限要素解析（FEA）を用いて KAGRA低温懸架系の力学的特性をシミ
ュレートし，その結果に基づいた低温懸架の構造設計を行った。主要な成果は以下の二

つである。 
	 低温懸架系の構造の共振ピークが、数 10Hzから 300Hz程度の帯域に極力入らないよ
うに FEAシミュレーションを重ね、実機として製作可能な設計値を得ることができた。
実際に使用する材料で低温における物性値を必要とする場合、特に大きな応力のかかる

構造材料については候補であるベリリウム銅（CuBe）、チタン合金（Ti6Al4V）、高強度
鋼（Maraging鋼）について低温における弾性率と破断強度を実験的に決定し設計に反映
した。 
	 サファイア鏡の懸架ロッドは約 200Hz の横振動モードを持つことが予想されている
が、GW150914 のような 30M 太陽の質量のブラックホール合体から発生する重力波の主

スペクトルと重なるため、横振動を 300Hz 程度まで高める構造の検討を行った。設計上
はヒンジ構造を取ることで共振周波数を高めることが可能であるとの結果を得た。 
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